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帝王切開の適切な実施 
Appropriate Use of Caesarean Section 

 

背景 

 

否定的なエビデンスがあるにもかかわらず、多くの国で帝王切開の割合が徐々に増加して

いる。帝王切開による出産は、周産期の妊産婦の罹患・死亡の予防という範囲を超えて、

母子の現在と将来の健康に影響を及ぼす。一部の国で見られる帝王切開出産の著しい増加

は、正常な出産プロセスへの介入の必要性に関する信頼できるエビデンスが新たに見つか

ったからではなく、むしろ訴訟の脅威、あるいはサービスや社会的ニーズ、女性の情報誤

認に関係すると思われる。 

 

帝王切開は、経膣分娩が禁忌である場合、母子の命を救う介入となりうる。しかし、罹患・

死亡の増加にも関連しており、将来的に女性のその後のリプロダクティブ・ヘルスに悪い

影響を与える場合もある1。また、不必要な帝王切開による出産は、妊産婦へのサービスや

貴重な医療資源の利用に対する過剰な需要につながる。 

 

所信声明 

 

ICM は、エビデンスに基づく臨床的基準を満たしていない帝王切開の不適切な実施は、女

性のリプロダクティブ・ヘルス／ライツを侵害するものであり、医療・社会制度における

回避可能な負担であると考える。 

 

したがって、ICMは以下を実施する。 

 帝王切開実施の根拠として、エビデンスに基づく臨床的基準の利用を奨励する。 

 出産サービスのための財源および人的資源の配分と利用に関して、データの収集と拡

散を促進する。 

 助産師とその他の出産サービスの提供者が、個々の女性と正常出産を擁護する立場と

                                                   
1 21世紀における帝王切開率と母子死亡率の関連性：縦断的データを用いた世界の人口に基づく生態学的研究 
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して積極的に活動し、臨床判断の説明責任を示すことを支持する。 

 助産師が、女性に対する教育および健康増進に関する役割を充実させるよう求める。 

 産科勤務の助産師らと協力して、正常出産と帝王切開の適切な実施を推進する。 

 世界の現状を監視するため、データの収集と普及を促進する。 

 

会員団体への推奨 

 

会員団体には、次の行動が強く求められる。 

 国内での経膣分娩と、帝王切開の実施に関するエビデンスに基づく基準の適用を促進

する自らの役割について、責任を負えるよう助産師を支援すること。 

 母子に最大限の健康上の利益が得られる帝王切開の実施のために、エビデンスに基づ

く判断基準（クライテリア）と標準化の国内における採択の推進を求めること。 

 健康教育と権利擁護に果たす役割について助産師を支援すること。 

 介入率と経膣分娩率の点から、国内におけるアウトカムを監視し報告すること。 

 

関連 ICM 文書 

 

ICM. 2017 所信声明 出産時の適切な介入 

 

その他の関連文書 
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2002年ウィーン国際評議会にて採択 

2017年トロント国際評議会にて改訂 

次回の見直し予定：2023年 

 

 

2017 年 公益社団法人日本看護協会、公益社団法人日本助産師会、一般社団法人日本助産学会 訳 

 ICM発行文書の原文については、ICMが著作権を有します。 

日本のICM加盟団体である日本看護協会・日本助産師会・日本助産学会は、ICMの許諾を得て日本語に翻訳しました。 

日本語訳の著作権については、原文作成者であるICMと日本看護協会・日本助産師会・日本助産学会に帰属します。 

原文の転載引用については、ICMに連絡し使用許諾を得てください。 

日本語訳の転載引用については、日本助産師会http://www.midwife.or.jp/に連絡し使用許諾を得てください。 

http://www.midwife.or.jp/

